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■ 増加傾向にあった売却損発生率は減少したが、82.1％と依然として高い 

1,000 万円以上の高額売却損発生世帯は 52.6％ 
 
¾ 自己所有住宅から住み替えた世帯の 70.1％が従前住宅を売却しており、このうち売却損が発

生した世帯は 82.1％に達する。売却損発生率は 1999 年以降毎年増加傾向にあったが、はじ

めて減少に転じた。売却損の金額は縮小しており、「１千万円以上損」は前年度比 3.8 ポイン

ト減となってはいるが、52.6％は「１千万円以上損」となっている。とくに、1990 年～1994

年に竣工した住宅において売却損が大きく 1885.0 万円となっている。 

 

■ 78.1％が買換えで床面積増加、新築住宅から既存住宅への住み替えも多数 

「譲渡損失の繰越控除制度」は「住み替えの時期を早めた」など住宅流通に影響 
 
¾ 売却損を出しながらの住み替えで、床面積が増加した割合は 78.1％となっており、損切りを

しながらライフステージに合わせた住み替えをおこなっている状況がうかがえる。また、従

前住宅の建物形態では、新築住宅が70％近くを占めるが、現住宅では既存住宅が半数を占め、

買換え購入の場合、新築・既存にこだわらず、自分が気に入ったものや必要なものを選んで

いることがうかがえる。 

¾ 「譲渡損失の繰越控除」の影響については、「住み替えの時期を早めた」が 30％、「住み替え

が可能となった」が 20％を超えており、住宅流通への影響がうかがわれる。 

 

■ 「前住居の売却金」の利用が拡大 
 
¾ 「現金、預貯金等」の利用者平均額は、既存住宅購入者で約 116 万円増加し 1,347 万円とな

った。他方、「銀行等の民間ローン」の利用者平均額は減少しており、新築住宅購入者で 2,774

万円、既存住宅購入者で 2,517 万円となっているが、利用率は既存住宅購入者で前年度より

拡大し、67.0％となった。「前住居の売却金」については、前年度より利用率、利用額ともに

拡大している。 

 

■ 既存住宅購入者の購入対象は希望エリアの手頃な価格の良質な物件 
 
¾ 既存住宅の購入理由は、前年度と同じく「希望エリアの物件だったから」と「手頃な価格

だったから」が上位２つを占めており、住環境と物件の価格が購入の決め手となっている

ことがうかがえる。また、半数近くが「良質な物件だったから」を購入理由に挙げている。 

 

■ 既存住宅の購入で構造上の性能等に強い関心、 

「建物の性能評価」等住宅の質に関する評価・検査に強い関心 
 
¾ 購入者が既存住宅の購入に求める改善点では「構造上の性能の保証等」や「修繕・補修等

の履歴情報の完備」が上位を占めている。また、別途費用を支払ってでも受けたいサービ

スでは、「建物の性能評価」がトップを占めており、新築に比べて分かりにくいとされて

きた既存住宅の構造安全性や耐久性を明確にし、性能を保証する体制の整備が既存住宅市

場活性化への重要課題であると言える。 
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  調査概要 

 
（１）調査の目的 

 
本調査は、居住用不動産取得者の取得行動、種々のサービス等の利用実態・評価を時系

列把握することで、不動産流通に対する消費者の行動を捉えることを目的に、1991 年から

隔年で、2001 年からは毎年実施している。 
 

（２）調査対象 
 
首都圏１都３県（東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県）で平成 17 年 4 月 1 日から平成

18 年 3 月 31 日の間に、購入した住宅の引渡しを受けた世帯を対象としている。 
これらの調査対象者の抽出にあたっては、会員会社の協力を得て、住宅タイプ（新築戸

建て、新築マンション、既存戸建て、既存マンション）のバランスに配慮し、対象を抽出

した。 
 

（３）調査方法 
 
郵送配布・郵送回収 
 

（４）調査期間 
 
発送時期 ： 平成 18 年 6 月 12 日 
回収締切 ： 平成 18 年 6 月 26 日 
 

（５）配布・回収状況 
 
①発送総数 ： 2646 票 
②有効回答数： 992 票 
③回収率  ： 37.5％ 
 

 
購入物件の建て方別発送・有効回答数 

 合計 新築住宅   既存住宅   

  購入者計 戸建て マンション 購入者計 戸建て マンション 

発送数 2646 
（100.0％） 

1024 
（100.0％） 

368 
（35.9％） 

656 
（64.1％） 

1622 
（100.0％） 

625 
（38.5％） 

997 
（61.5％） 

有効回答数 992 
（100.0％） 

※Ｎ 433 
（100.0％） 

146 
（33.7％） 

286 
（66.1％） 

※Ｓ 559 
（100.0％） 

193 
（34.5％） 

341 
（61.0％） 

※Ｎ 住宅の建て方不明 1 票を含む。 

※Ｓ 住宅の建て方不明 25 票を含む。 
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（６）回答者の基本属性 

 

世帯主の年齢 

5.8

8.1

21.2

16.8

24.2

17.2

9.2

14.318.6

15.9 10.4

11.3 5.5

6.5 6.7

7.9 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新築住宅購入者
(N=433)

既存住宅購入者
(N=559)

 

合計 
新築住宅

購入者 
既存住宅

購入者 
29 才以下 70  25 45 
30～34 才 186  92 94 
35～39 才 201  105 96 
40～44 才 173  69 104 
45～49 才 108  45 63 
50～54 才 59  28 31 
55～59 才 73  29 44 
60 才以上 120  40 80 
無回答 2  0 2 
全 体 992  433 559 

29才以下 30～34才 35～39才 40～44才 45～49才 50～54才

55～59才 60才以上 無回答

 

世帯構成 

 

合計 新築住宅購入者 既存住宅購入者 
単身 105 43  62 
夫婦だけ（子供なし） 276 115  161 
夫婦と子供（第一子が小学校入学前）がいる 195 94  101 
夫婦と子供（第一子が小学生以上）がいる 330 150  180 
夫婦と親が同居（二世代同居） 9 2  7 
夫婦と子供と親が同居（三世代同居） 19 7  12 
その他 50 17  33 
無回答 8 5  3 
全体 992 433  559 

 

 

9.9

11.1

21.7

18.128.8

26.6 34.6

32.2 1.3

0.5 1.6

2.1 5.9

3.9
1.2

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新築住宅購入者
(N=433)

既存住宅購入者
(N=559)

 
 
 
 
 

単身 夫婦のみ 夫婦と子供
（第一子が小学校入学前）

夫婦と子供
（第一子が小学生以上）

夫婦と親が同居 夫婦と子供と親が同居 その他 無回答
 
 
 
新築住宅購入者・既存住宅購入者別回答数の推移 

 今年度 

（2006 年度） 

昨年度 

（2005 年度） 

一昨年度 

（2004 年） 

新築住宅購入者 433（43.6％） 411（42.8％） 392（42.7％） 

既存住宅購入者 559（56.4％） 550（57.2％） 526（57.3％） 

合  計 992（100.0％） 961（100.0％） 918（100.0％） 
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■ 売却損発生率は 82.1％、1,000 万円以上の高額売却損発生世帯も半数以上 

¾ 自己所有住宅から住み替えた世帯の 70.1％が従前住宅を売却しており、このうち売却損が発

生した世帯は 82.1％に達する。売却損発生率は 1999 年以降毎年増加傾向にあったが、はじ

めて減少に転じた。（図 1） 

¾ 売却損の金額は縮小しており、「１千万円以上損」は、前年度比 3.8 ポイント減となっては

いるが、52.6％と半数以上を占める。（図 1） 

¾ 売却住宅の築年数別に売却損の発生状況をみると、築 20 年以内では売却損の発生率が依然

として高く 90％以上となっている。とくに、1990～1994 年の 5年間に竣工した築 10 年超か

ら 15 年の住宅において売却損の額が大きく、1885.0 万円となっている。他方、「築 20 年超」

の売却損発生率は 64.8％であった。（図 2） 
 

図1 調査年次別売却損益の発生状況 

 

79.2

82.8

84.8

86.6

82.1

4.0

1.3

72.1

75.1

1.7

0.6

12.8

13.9

13.2

20.8

24.9

27.9

16.2

0% 50% 100%

1999年

(n=179)

2001年

(n=124)

2002年

(n=125)

2003年

(n=174)

2004年

(n=151)

2005年

(n=179)

2006年

(n=173)

売却損発生 損得なし 売却益発生
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12.0

11.5

11.3

11.7

6.4

14.4

17.8

18.6

19.6

13.3 32.9

20.5

30.2

29.5

19.0

14.5

5.2

8.6

8.9

10.4

4.8

8.0

5.3

5.0

5.2

4.0

6.7 12.3

20.2

16.8

19.4

17.6

23.6

34.4

25.1

29.9

36.3

31.5

35.2

4.0

1.7

1.3

0.6

16.0

11.0

7.8

0% 20% 80% 100%

1999年

(n=179)

2001年

(n=124)

2002年

(n=125)

2003年

(n=174)

2004年

(n=151)

2005年

(n=179)

2006年

(n=173)

40% 60%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
３千万円以上損　　　　　　 ２千万円～３千万円未満損　　　　　　 １千万円～２千万円未満損　　　　　　 １千万円未満損　　　　　　　　　

 損得なし（０円）　　 ２千万円未満益　　　　　　　　 ２千万円以上益

 

 

2.9

25.0

2.8

6.4

40.0

8.7

5.6

13.3

25.4

29.5

2.9

2.8

1.7

9.9 9.9

13.0

22.9

4.3

32.9

31.0

34.8

5.0

62.9

17.4

20.0

5.7

69.6

43.5

12.7

6.9

4.3

5.0

2.9

 

4.0

4.3

5.2

5.0

0% 60% 80% 100%

5年以内

(2000年以降竣工)
N=23

5年超～10年以内
(1995～1999年竣工)

N=35

(1990～1994年竣工)

N=21

(1985～1989年竣工)

N=23

20年超

(1984年以前竣工)

N=71

全体

(N=173)

0% 2 40%

10年超～15年以内

15年超～20年以内

３千万以上損        

２千万～３千万未満損

１千万～２千万未満損

１千万未満損        

損益無し（０円）    

１円以上～１千万未満
益

１千万以上～２千万未
満益

２千万以上益      

図2 売却住宅の築年数別、売却損の発生状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．買い換えによる売却損益の発生状況 

（注）データの制約上、2001 年以前は「損得なし」を売却損１千万円未満に含めている。 

売却損発生 
１０００万以上損 

売却損発生 
＜平均売却損益額＞ 

 

-475.2 万円 

 

-1652.2 万円 

 

-1885.0 万円 

 

-1482.2 万円 

 

 -165.7 万円 

 

-886.0 万円 

１．買い換えによる売却損益の発生状況 
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4.5

6.7

9.4

55.6

53.3

54.5

6.713.3

27.3

2.2

36.4

20.0

3.1

20.0

31.8

45.5

100.0

87.5

22.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2000年以降

（N=32）

1995～1999年

（N=45）

1990～1994年（N=22）

1985～1989年（N=15）

1980～1984年（N=22）

1979年以前（N=5）

５千万以上損

４千万～５千万未満損

３千万～４千万未満損

２千万～３千万未満損

１千万～２千万未満損

１千万未満損

19.7

17.6

49.3

28.2

5.6

19.7 31.0

22.5 2.8

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

従前住宅

現住宅

新築一戸建て

新築マンション

既存一戸建て

既存マンション

無回答

2.1 0.7 2.1
6.3

10.6

28.9
34.5

7.0
2.8 2.1 2.8

0

10

20

30

40

50

-80㎡
未

満

-80㎡
以

上
-60㎡

未
満

-60㎡
以

上
-40㎡

未
満

-40㎡
以

上
-20㎡

未
満

-20㎡
以

上
±

0㎡
未

満

±
0㎡

以
上

+20㎡
未

満

+20㎡
以

上
+40㎡

未
満

+40㎡
以

上
+60㎡

未
満

+60㎡
以

上
+80㎡

未
満

+80㎡
以

上

無
回

答

（％）

 

■ 買換えで 78.1％が床面積増加、新築住宅から既存住宅への住み替えも多数 
宅において売却

¾ しており、その差額は

¾ と、従前住宅では、新築マンションが 49.3％と最も多く、新

図3 取得年別の譲渡損失額 

 

図4 従前住宅に対する現住宅の床面積比 

 

図5 従前住宅と現住宅の建物形態別の戸数比較 

 

¾ 取得年別に売却損の発生状況をみると、1990～1994 年の 5 年間に取得した住

損の額が大きく「１千万円以上損」が 100％となっている。（図 3） 

譲渡損失者は、従前住宅を平均 3,589 万円で購入、2,139 万円で売却

マイナス 1,450 万円である。従前住宅売却後の現住宅の床面積が、従前住宅より増加した割

合は 78.1％にのぼり、損切りをしながらライフステージに合わせた買い換えをおこなってい

る状況がうかがえる。（図 4） 

住み替え前後の建物形態をみる

築一戸建てを合わせると 70％近くを占めるが、現住宅では、既存マンションが 31.0％と最

も多く、買換え購入の場合、新築・既存にこだわらず、自分が気に入ったものや必要なもの

を選んでいることがうかがえる。（図 5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

床面積減 

（n=142） 

（n=142） ※ 従前住宅の建物形態記入なしには「土地」3件を含む。 

床面積増 

（平均 13.9 ㎡増） 

２．売却損発生世帯の状況 

 



 

 

■ 「自宅の買換えで出た譲渡損失の繰越控除」は「住み替えの時期を早めた」等住宅流通に影響 

¾ 「譲渡損失の繰越控除」の具体的影響については、「住み替えの時期を早めた」が 30％、「住

み替えが可能となった」が 20％を超えており、住宅流通への影響がうかがわれる。 

 

３．不動産売却に関する税制度の利用状況 

図6 所有期間別「自宅の買換えで出た譲渡損失の繰越控除」の影響 
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33.3

41.2

11.8

11.8

5.9

12.5

25.0

12.5

12.5

20.6

8.8

5.9

33.3

0 20 40 60 80

住み替えの時期を早めた

住み替えが可能となった

当初の予定よりも立地のよい住宅を購入できた

当初の予定よりも広さや仕様がよりよい住宅を購入できた

その他

無回答

（％） 

 

32.4 

 

 

 

 
5年以上10年未満
(N=9)

 10年以上15年未満
(N=17)

 15年以上
(N=8)

全体
(N=34)

 

 

 

 



  
４．住宅購入資金の内訳 

■ 購入資金の調達において、「前住居の売却金」の利用が拡大 
¾ 「現金、預貯金等」の利用者平均額は、既存住宅購入者で約 116 万円増加し 1,347 万円とな

った。「前住居の売却金」については、前年度より利用率・利用平均額ともに拡大し、新築

住宅購入者で利用率 12.2％、利用者平均額 2,313 万円、既存住宅購入者で利用率 12.2％、

利用者平均額 2,420 万円となった。（図 7,8） 

¾ 「銀行等の民間ローン」の利用率は既存住宅購入者で前年度より 5.6 ポイント上昇し 67.0％

となった。利用者平均額はやや減少しており、新築住宅購入者で 2,774 万円、既存住宅購入

者で 2,517 万円となっている。「住宅金融公庫融資」については、「フラット 35」に置き換わ

りつつあり、「フラット 35」の利用率は新築住宅購入者で 16.4％、利用者平均額は 2,573 万

円となった。（図 7,8） 
 

図7 各資金の利用者平均額の変化／新築住宅購入者 
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図8  各資金の利用者平均額の変化／既存住宅購入者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図9  購入資金の内訳※ ＜回答者全体＞    ※資金調達総額に対する各資金の割合 

（注）利用率は、新築住宅購入者全体（2005 年 N=411、2004 年 N=392）

に対する割合 

（注）利用率は、既存住宅購入者全体（2005 年 N=550、2004 年 N=526）

に対する割合 

 

 



 

■ 利用した民間ローンの返済金利は、短期固定タイプに利用が集中、 
ただし、固定期間 10 年以上の割合が増加 

¾ 資金面からみた住宅購入理由では、新築住宅、既存住宅ともに「金利が低かった」が最も多

く、低金利が住宅購入の強い要因となっている。（図 10） 

¾ 民間ローン利用者で返済金利に「固定金利」を選択した割合は、新築住宅購入者で 75.1％、

既存住宅購入者で 78.0％となった。当初固定期間については、3年以内が 52.1％と過半を占

めるが、前年度に比べて 5.5 ポイント減少している。逆に 10 年以上は 4.0 ポイントの増加

となっている。（図 11,12） 

¾ 金利の選択理由については、固定金利と変動金利のいずれも「現在の金利が低いから」が最

も多く 50％を超える。固定金利を選択した理由では、次いで「今後、金利が上昇すると思っ

たから」が多く、変動金利を選択した理由では、「金利が上昇しても全体の支払額は固定金

利より有利だと思ったから」が多くなっている。（図 13） 
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まとまったお金が手に入った

住宅金融公庫から借入できた

その他

無　回　答

（％）

新築住宅
(N=433)

既存住宅
(N=559)

 

図10 資金面の住宅購入理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図11 利用した民間ローンの返済金利 
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無回答
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金利が上昇しても全体の支払額は固定金利より

有利だと思ったから

金利が下がったら月々の支払額が少なくなるから  

今後も金利はそれほど上昇しないと思ったから

現在の金利が低いから

景気に左右されず支払い計画を立てられるから

金利が上昇した時に月々の支払額が上昇するの

がいやだから  

今後、金利が上昇すると思ったから

現在の金利に満足しているから

その他

無回答

固定金利
(N=494)

変動金利
(N=125)

（％）

※複数回答

0.6

0.2 0.2 19.6

0.6

1.0

24.4

16.7 39.9

27.1 14.4

13.1

16.0 3.8 13.1
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図12 利用した「固定金利」の当初固定期間 

※ 固定金利と変動金利の別は、当初の返済に適用される利率  ％の値は、民間ローンを利用したと回答した世帯数に対する割合 

 

図13 「固定金利」または「変動金利」を選択した理由 

 

 

 

 



 

■ 住宅金融公庫の利用理由として根強い「長期固定で借りられるから」 

¾ 住宅金融公庫の融資が適用可能な住宅を購入した世帯の中で実際に公庫融資を利用したと

回答した世帯の割合は、新築住宅購入者では前年度より 1.8 ポイント減少し 28.1％、既存住

宅購入者では前年度より 1.1 ポイント増加し 7％となっている。（図 14,15） 

¾ 公庫融資を利用した理由では、「長期の固定の利率で借りられる」が引き続き強く支持され

ている一方で、「借入れ先として安心」」が、新築住宅購入者、既存住宅購入者ともに減少し

ている。（図 16） 

 

図14 住宅金融公庫の利用の有無 ＜新築住宅購入者＞ 
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図15 住宅金融公庫の利用の有無 ＜既存住宅購入者＞ 
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無回答

 

 

（注）図 14,15 における公庫融資の利用率は、住宅金融公庫融資または民間公庫提携ローン（フラット 35）を利用した世帯の

割合。 

 
 

図16 住宅金融公庫を利用した理由の変化 

＜新築住宅購入者＞                  ＜既存住宅購入者＞ 
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■ 既存住宅購入者の購入対象は希望エリアの手頃な価格の良質な物件 

¾ 既存住宅の購入理由は、前年度と同じく「希望エリアの物件だったから」（65.3％）と「手

頃な価格だったから」（63.9％）が上位２つを占めており、住環境と物件の価格が購入の決

め手となっていることがうかがえる。第３位は、「良質な物件だったから」（47.0％）が占め

た。（図 17） 

■ 既存住宅を購入しなかった理由として「質」をあげる割合が減少 

¾ 新築住宅購入者が既存住宅を選ばなかった理由では、昨年に引き続き「好みに合う既存物件

がなかったから」「良い既存物件がなかったから」「安くてもリフォーム費用がかかるから」

がポイントを減らしており、既存住宅の質に対する不安感が減少しつつあることをうかがわ

せる。（図 18） 

５．既存住宅に対する意識 

 

図17 既存住宅を購入した理由 図18 既存住宅を購入しなかった理由の推移 

（既存住宅購入者）                   （新築住宅購入者） 
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ら

その他

無回答
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その他
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2003年調査
（n=410)

（％）

※複数回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

■ 既存住宅の購入において性能保証等に強い関心、 
別途費用を支払っても受けたいサービスとして「建物の性能評価」に高ニーズ 

¾ 既存住宅の購入に求める改善点では「構造上の性能の保証等」や「修繕・補修等の履歴情報

の完備」が上位を占めており、住宅の質への意識の高まりがうかがえる。これらについては、

新築住宅購入者も同様に改善を望んでおり、新築に比べて分かりにくいとされてきた既存住

宅の構造安全性や耐久性を明確にし、性能を保証する体制の整備が既存住宅市場活性化への

重要課題であると言える。（図 19） 

¾ 既存住宅購入者にとって別途費用を支払ってでも受けたいサービスのトップは「建物の性能

評価」で、「専門家による税務相談」及び「不動産鑑定評価」が、一戸建て、マンションの

別に関わらず、上位５位以内に位置している。（図 20,21） 

 

図19 既存住宅購入に求める改善点 
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その他

無回答

新築住宅
（N=433)

既存住宅
（N=559)

※複数回答

（％）
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図20 既存一戸建て購入者にとって別途費用を 

  支払ってでも受けたいサービス（上位５位）

図21 既存マンション購入者にとって別途費用を 

  支払ってでも受けたいサービス（上位５位）

（注）選択肢数は、「その他」を含めて 14 項目

 

 

 

 

 

 

 

（注）選択肢数は、「その他」を含めて 14 項目 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


